


























































































































アンビバ レン トより,友人関係の捉え方を 「友人
関係観」 とし類型化 した結果,「尊重・アンビバ
レント低群J「尊重・アンビバレント高群」「密着・
アンビバ レン ト低群J「密着・アンビバ レン ト高
群」「孤立・アンビバ レン ト低群」の5群が抽出
された。
性差 /2検定の結果,3群に有意な性差が見 ら
れ (χ2(4)=17.39,メ.01),「尊重・アンビバレン
高校生の友人関係とコミュニケーション,いじめ経験,自尊感情との関連 重廣奈緒子
卜低群」(卜2.14,メ.05)と「密着 。アンビバレン
ト低群」では女子の方が多く(卜2.67,〆.01),
「孤立・アンビバレント低群Jでは男子の方が多
い(卜2.52,メ.05)ことが示された。
いじめ経験 χ2検定の結果,「されたことがあ
る加害性の高いいじめJ経験は (/2(4)=11.97,
メ.05),孤立・アンビバレント低群で 「無回答」
の者は「されたことがあるJと回答した者よりも有
意に多く(卜3.15,メ.01),「されたことがある直接
的な関係性攻撃」経験は (χ2(4)=9.96,メ.05),
密着 。アンビバレント高群で「されたことがある」
と回答した者が「無回答」の者よりも有意に多い
(←2.71,〆.01)ことが示された。
順位づけ /2検定の結果,有意な差は見られ
なかった (/2(28)=24.71,n.s.)。
実際に話す頻度 χ2検定の結果,有意な差は
見られなかつた (/2(16)=22.27,n.s.)。
日NE利用頻度 χ2検定の結果,有意な差は見ら
れなかった (/2(16)=21.24,n.s.)。
自己評価 一元配置分散分析の結果,有意な差
は見られなかった (F(4,317)=.67,n.s.)。
自己決定カ ー 元配置分散分析の結果,有意な
差は見られなかつた (F(4,317)=1.12,n.s.)。
自己受容 一元配置分散分析の結果,密着 。
アンビバレント高群よりも密着・アンビバレント
低群の自己受容が高かった (F(4,317)=2.98,
Pく.05)。
これらのことから,孤立群は加害性の高いいじ
め被害を経験しやすい可能性が考えられる。密着
高群では,アンビバレントの高さが直接的な関係
性攻撃の被害経験と関連し,加えて,密着した友
人関係において,アンビバレントな心性が自尊感
情に作用していることが明らかとなつた。
総合考察
臨床心理的学意義 いじめ支援に繋がる知見と
して,孤立しアンビバレントの低い友人関係観を
持つ者のより深刻ないじめを経験する可能性の予
測や,過去のいじめ経験による潜在的なリスクの
把握が可能となる。密着した友人関係観を持つ者
は,アンビバレントな心性に着目することで自身
への肯定的な感情の維持・向上に繋がることが考
えられた。
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